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湊
里
村
の
南
西
、
西
淡
丘
陵

の
北
部
に
位
置
す
る
。
津
井
川

下
流
域
と
河
口
部
、
そ
の
北

側
の
播
磨
灘
に
突
き
出
た
雁か
り

子こ

岬
、
火ひ

打う
ち

川が
わ
ら原
船
入
場
（
港
）

が
あ
る
。「
淡
路
国
大
田
文
」

に
最
勝
四
天
王
院
領
と
し
て
、

「
津
井
伊
加
利
庄
」
と
み
え
る
。

『
味
地
草
』
に
本
村
牓ぼ
う

示じ

、
中

津
浦
牓
示
、
南
牓
示
、
濱
牓
示
、

西
田
牓
示
、
内
原
牓
示
、
雁
子

牓
示
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
津
井

川
が
海
に
注
ぐ
あ
た
り
を
端は
な

津つ

浦ら

と
い
う
。
津
井
の
語
源
は
、

和
泉
砂
岩
の
丘
陵
地
で
崩
壊
地

形
が
多
い
た
め
、
崩
（
ツ
エ
）

が
転
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

広報 

地
名
の
由
来 

そ
の
９　

『続三原郡史』津 

井
（
つ
い
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

崩（
ツ
エ
）が
転
化
…

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

伊 

加
利
（
い
か
り
）

猪
狩
と
も
書
く

　

津
井
村
の
南
、
志
知
奥
（
奥

河
内
）
の
南
西
、
西
淡
丘
陵
南

部
の
山
村
で
小
盆
地
が
開
け
て

い
る
。
猪
狩
と
も
書
く
。
津
井

川
の
源
流
域
で
、
同
川
は
、
北

流
し
て
津
井
村
で
播
磨
灘
に
注

ぐ
。「
淡
路
国
大
田
文
」
に
津

井
伊
賀
利
庄
と
あ
る
の
が
初

見
。
寛
永
四
年
（
１
６
２
７
）

の
「
伊
加
利
村
検
地
帳
」
に
よ

る
と
、
伊
加
利
本
村
、
仲
野
、

山
口
、
畝あ
ぜ

原は
ら

の
四
牓
示
が
見
え

る
。
地
名
の
由
来
と
し
て
諸
説

が
あ
る
。（
１
）
古
代
か
ら
猪

狩
を
職
業
と
し
て
い
た
人
び
と

が
居
住
し
て
い
た
土
地
（
２
）

伊
加
利
は
、
井い

か
り光

姫
を
祭
神
と

し
、
水
銀
を
採
鉱
し
て
歩
い
た

吉
野
系
氏
族
イ
カ
リ
氏
が
居
住

し
た
と
い
う
説
（
３
）
段
丘
、

谷
を
上
り
つ
め
た
小
平
地
な
ど

が
あ
る
。
地
形
の
状
況
か
ら
い

え
ば
（
３
）
の
説
の
と
お
り
、

津
井
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
山
間

の
小
平
地
の
意
で
な
か
ろ
う

か
。
湯
の
河こ

と
い
う
小
字
名
は
、

温
泉
の
出
て
い
る
小
さ
い
河
の

意
で
あ
る
。
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市内４公民館 ※盆栽は 12日 15:00 まで

絵画▶
西淡公民館　

◀盆栽・書道
　緑公民館

◀写真
　三原公民館

手工芸▶
南淡公民館　
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南あわじ市ふれあい文化芸能祭

３/28３/28 日 13:00～、西淡公民館

カラオケ部門

展示部門 芸能部門

第２回

勇壮な舞い、優雅な調べ、心躍る音楽。市内で芸能・文化活動に励む人々が一同に集結する第２回目の文化祭。

皆さまおそろいでご来場ください。 問市文化団体連絡協議会事務局（生涯学習文化振興課内）☎37-3020

９:00～17:30
西淡公民館


